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小原小・中学校
原小・中学校は、小中併設の特色を生かし
た教育活動を行っています。主な取り組み

の一つ目は、「小中合同給食」です。日常的な交
流の場として、ランチルームで小学生と中学生が
食卓を囲みます。協力して配膳をしたり、クイズを
出したりと和やかな雰囲気で給食を食べています。
二つ目は、「地域調査」です。今年は、小学校5年
生から中学校1年生が一緒に「森」をテーマに学ん
でいます。その時間に、木材の再利用として、間伐

材を使った踏み台を作成しました。小学校2年生
にプレゼントしたところ、とても喜んでいました。
三つ目は、「全校p4c（探究の対話）」です。小学
生と中学生が合同で実施し、年齢を超えて対話す
ることにより、多様な考えに触れ、自分の考えを
見つめ直す機会になっています。これらの活動は、
上級生は手本を見せ、下級生への思いやりの心を
育む、下級生は、上級生の姿を見て、未来の自分
をイメージする貴重な教育活動となっています。

小中併設を生かした特色ある活動

石第一小学校は、文部科学省から「教育課
程柔軟化サキドリ研究校」に指定されまし

た。この研究は、各教科の授業時数を調整して特
色ある教育課程を編成することが可能です。本校
では、学ぶ意欲や表現力の向上を目指し、子供た
ちが「探求的な学び」に取り組んでいます。４年
生の学習は、「みんなが住み続けたいまち『しろい
し』ってどんなまち？」です。白石市の施設などの
見学・体験学習を通して、住み続けたいまち「し

ろいし」について考え、表現する学習です。写真
は市の施設について、子供たちが白石市にとって
重要なもの、大切にしたいものについて話し合っ
ている様子です。「一番大切なのは水道じゃないか
な」「伝統文化も大切にしたいね」など、意見を出
し合います。話合いを通して課題意識を持たせた
後に見学・体験を行います。住み続けたいまち「し
ろいし」について考えさせるとともに、シビック
プライドの醸成を図る取り組みとなっています。

住み続けたいまち「しろいし」を考える白石第一小学校
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魅力ある学校を目指して　ー小中学校の取り組みー

▲小中合同給食 ▲全校児童・生徒参加の「p4c（探究の対話）」▲作成した踏み台のプレゼント

▲「白石の伝統文化もすごいよね」 ▲�一番大切だと思うことを発表します▲�それぞれのグループで話し合おう
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